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愛媛大学農学部附属農場における開田の経過

堀内悦夫

あらまし

愛媛大学農学部附属農場の統合・移転に伴う用地の買収は，昭和５１年４月に完了した。

新農場の総面積は１８．８１ルαであり，立地条件から総合的な配慮のもとに水田は現在地に決
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用水路は幅０．３沈のＵ字溝を用い，４ブロックへの取水口は，３水系（烏熊池，宮井手川」

写真－３土砂の搬出作業
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写真－５整地作業
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写真－４盛り土作業
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写真－６均平作業
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第 ３図水田の断面図

写真－９止水壁工事
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．“写真－１０防水シート敷設
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(3)植生保護工
”

（ｲ）植生マット工法 可
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この工法は，止水壁の法面に種子を予め特殊な接着剤で添着したマツ 卜（網目３“ ×１

１｡１４）。草種；種子量は，

レッドトップＣ､５jt9及びハイ

出芽， 定着の状況は良好であ

〃）を，風で浮上しないよう土面に針金で固定した（写真一

α当りトールフェスク１２．０A’,"バーミュダグラス２．５k９，

ランドベンドグラス1.0〃である。･６月_'二旬における種子の
弓口

った（写真－１５）。

伯）穿工植生工法

１．２号田の東側の境界線に沿った切土部の法面に，０．３

り（８．３穴／㎡），予め肥料や種子を混合した紙袋を穴に入

１．２号田の東側の境界線に沿った切土部の法面に，０．３加×０．４加の間隔で小孔を掘

り（８．３穴／㎡），予め肥料や種子を混合した紙袋を穴に入れ，脱落を防ぐためネッ・卜で

全面を保護した（写真－１６）。草種，種子量は，１０α当り卜弓ルフェスク１６．０ｋ９，

バｰﾐｭダグﾗｽ3.5“,ｳｨｰピﾝグﾗブグﾗｽ3.0k9及びﾎﾜｲﾄｸﾛ三（a5”で

ある。それぞれの出芽，定着の状況はマットエ法と同様に良好であった。

写真－１１法面の鎮圧
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写真－１３沈砂池の側壁工事

（３号田）
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写真－１２沈砂池工事
（３号田）

写真－１４植生マットエ法
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写真－１５牧草類の定着状況 写真－１６穿工植生工法

おわりに

造成が完了した約３か月後の６月下旬に，最大日雨量160.0ｍの記録的な集中豪雨に見舞

われ,盛り土部と切り土部の法面の災害ｶﾐ憂慮されたが,牧草類が良く定着していたので土壌の流
亡は殆んどみられなかった。他方，沈砂池には多量の流去水により相当量の土砂が堆積したが，

外部への土砂の流出は全くなかった。特に，当地方一帯を占める花こう岩土壌は，一般に強雨

による災害に弱いとされているが，上述の防災工法を行っていたので，土壊の流亡は認められ

なかった。

なお，稲作時の水もれ

４

の防止法として,止水壁の内側に防水マットを敷設しており，今日ま

で２年余を経過しているが，水もれはみられなかった。台地・段丘地帯における止水壁は，．

ンクリートあるいは，ブロック積の工法が多いといわれているが，砂利盛り上げによる止水壁

Iま防災面からみても安全な工法と考えられろ。

最後に，開田にあたって基礎調査や多くの示唆を戴いた本学土地改良学研究室佐藤晃一教授

並びに，有益な御助言を賜わった農業工学科・園芸農学科の諸先生に対して感謝の意を表しま

す。
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